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 今、保育園はかつてないほど大きなかわり目に立たされています。こ

れから保育園はどうなるのか？子どもたちの保育環境がどのように変

化しようとしているのか？みずから発言できない子どもたちの人権を

保障するために、私たち大人の責任としてなにができるのか？講演と

パネルディスカッションを通して考えてみませんか？ 

とき  平成 17年 11月 27日（日） 
    午後 1時 30分～午後 5時（開場午後 1時） 
ところ 米子コンベンションセンター 
    国際会議室（2階） 
参加費  300円（資料代） 
 
 
※ 当日、託児を希望される方は 11 月 11 日までに下記の連絡先にお知らせくだ

さい。 

◎ 基調講演 
「保育園は地域の重要無形文化財」 
 
垣内国光 氏（明星大学人文学部教授）
  
1949年長野県生まれ。日本社会事業大学卒、法政大
学大学院社会科学研究科修士課程終了。日本福祉大

学を経て、現職。 
単著「保育改革と保育の未来」（94年ひとなる書房）
編著「子育て支援の現在」（02年ミネルヴｧ書房） 
編著「新子どもの世界と福祉」（04年ミネルヴｧ書房）
                  他。 

◎ パネルディスカッション 
「子どもにとって良い保育園とは」 
コーディネーター 
 垣内国光 氏 
パネラー 
 保護者の立場から 1名 
 保育士の立場から 1名 
 行政の立場から  1名 
 

主催 米子の良い保育をつくる会 
代表 阿部由紀子 土山博子 安田寿朗 
連絡先 09089971094 塚田弘枝（18時～22時） ＦＡＸ 0859-39-6060 
後援 子どもの人権広場・鳥取の保育を考える会  E-Mail  yonago_yoihoiku@lovepeace.org 


